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学年 教科等 単元等 活用アプリ

中2 数学 一次関数の利用「ダイヤグラム」 オクリンクプラス

ダイヤグラムの構造と一次関数の関連について考えよう

準備：
・共有コードを使用してカード（資料カード、ワーク①～③のカード）を取得する。
・みんなのボードに「ワーク①」「ワーク②」の2つのボードと、班の数分のみんなのボードを用意する。

・準備したカードを子供たちのマイボードに送信する。

授業の流れ：
1. マイボードに送られた資料カードを開き、資料のダイヤグラムを見て何を表したものかを考える。
2. 各自、ワーク①のカードを開き、「資料のダイヤグラムが何を表したものなのか」、「ある駅を通る時刻は、

どのようにして分かるか」を入力し、「ワーク①」のみんなのボードに送信する。全体で考えを共有する。
3. 各自、ワーク②のカードを開き、「ダイヤグラムと一次関数は関連があるか」の選択肢から「関連がある
/関連がない」どちらかを選択し、理由を入力して、「ワーク②」のみんなのボードに送信する。先生が
選択肢集計を行い、それぞれ選択した理由を全体で確認する。

4. 各自、ワーク③のカードを開き、問題文を読んでダイヤグラムに表してから、ダイヤグラムから分かったこ
とを入力する。ワーク③のカードを班ごとのみんなのボードに送信し、グループで考えを共有する。

5. ダイヤグラムの構造と一次関数の関連について、全体で確認する。

• 資料のダイヤグラム（列車の運行図表）を観察することで、列車の発着予定とダイヤグラ
ムの図表を関連づけて考えることができます。

• ほかの人の意見を参考にしながら、自分の考えを深めることができます。
• ICTを活用することで、ダイヤグラムで表現する活動にも、試行錯誤を重ねながら何度でも
取り組むことができます。 pb01KY4QT3WMYVHRZB7JEF1YSN34

ICTサポータの活用事例
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